
番号 質　　　問 生徒 保護者

21 自分は、明るくさわやかなあいさつをしている。
3.19
(3.31)

3.14
(3.2)

22 自分は、友達を気遣い、思いやりを持って行動している。
3.4

（3.46）
3.35
（3.4)

23 自分は、学校や社会のきまりを守って生活している。
3.51
(3.52)

3.33
(3.38)

24 自分は、好ましい友人関係があり、楽しく登校している。
3.54
(3.55)

3.48
(3.57)

25 自分は、先生や友達と良好なコミュニケーションをとっている。
3.45
(3.5)

3.4
(3.43)

26 自分は、意欲的に学習に取り組んでいる。
3.2

(3.13)
2.89

(3.02)

27 家庭では、あいさつや生活態度などについて教えてくれる。
3.47
(3.44)

3.32
(3.32)

28 家庭では、学校の話をよくしている。
3.32
(3.25)

3.3
(3.19)

29 地域の人は、私たち子どもに関心を持ってくれていると思う。
3.33
(3.3)

3.03
(2.98)

30 地域と家庭が、協力して私たちを育てようとしてくれていると思う。
3.37
(3.34)

2.96
(3.0)

学校評価　（第三者評価）

・私が思う「先生の姿」と「生徒の意見」からの「教師の姿」に情けなさを感じたのが最初の思いです。今の時代、どんな社会でも個人の
人権は大切にされるべきです。今回、生徒から教師に対しての意見で「いつまでたっても変わらない」という意見があり驚かされました。
改めることをしない教師は生徒のことをどう思っておられるのか、一度改めない気持ちをお聞きしたいです。特定の教師、個人の問題で
は無いはずです。教師も人間としての教育を行ってこそ「先生」であると考えます。偉そうなことは言えませんが、再教育が必要とする教
師もいらっしゃると考えます。

☆自分や家庭・地域について　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（　　）内
は、昨年の評価

自分に
ついて

家庭
地域に
ついて

・学校の取り組みの様子がコロナ禍の影響で分からないが、メール発信学校便り若鮎で情報発信されたのは大変よかった。

・長時間労働を徹底的に見直して、教員が余裕をもって子供と接する時間を確保し効率的な教育を目指して欲しい。教職を目指す学生
たちの人気低下につながっている。

・親も学校も「人間の値打ち」をテストの点数だけでしか評価せずに思いやりや素直さ、誠実、道徳心、人間力、コミュニケーション能力な
ども認められる現実でありたいものです。

・挨拶運動については、校長先生が毎朝登校時見守り、率先して挨拶されている。生徒会も校門前でさわやかに挨拶運動を実施しい
た。つながりを深めた生徒会「つながる」姿に出会うことができてうれしかった。

・保護者、生徒意見要望など受け入れることは、学校の信頼関係につながり、厳しい評価は改善して欲しい。

・コロナ禍の影響で大変な中、工夫されての学校行事、オンライン授業、一生一度の修学旅行、若鮎祭、体育大会等教育活動を止めるこ
となく、終えることが出来たのは、管理職の先生方始め教員方のご尽力のお陰です。ありがとうございました。

・本年度もコロナに振り回された１年でしたが、生徒や保護者から先生方への分かる授業や感謝の気持ちが読み取れ、学校生活が充
実したものとなったことが分かります。先生方、ありがとうございました。素晴らしい滝野中学校です。

・学校便りを拝見する中で、コロナ禍で制約の多いにも関わらず、学習や部活動、行事等で生徒の主体性や、やる気を大切にして取り組
まれ、成功体験や達成感を積み重ねている生徒の姿を楽しんで感じとらせていただきました。

・「わかった、できる」授業実現のため、ＩＣＴ機器やタブレットを効果的に取り入れ、教師、生徒、保護者とも評価が高かったことに感心し
ました。先生方も準備ご苦労様です。

・みんなが苦しい我慢の生活だったように思うけど、過ぎてみれば何と早い１年だったかと思います。これから先、どうなっていくか分かり
ませんが、少しでも良い方向へと向かって欲しいと願わずにはおれません。新聞に紹介されていた「待つ長さ、過ぎ去る速さ、生きる今」
という言葉が胸にじんときます。この１年間ありがとうございました。

・全体的に、対前年比低下している項目が多く見られ、肌感覚として、コロナに対する慣れと制限が長く続いた事が原因なのではないか
と思います。今年度は昨年度に増して学校との関わりが結果的に少なくなってしまい、学校での生徒と先生の関わりや取り組みなどが見
えにくくなってしまったのではないでしょうか。それぞれの項目で、保護者の評価が生徒よりも低くなっているのも、それを表していると思
います。

・保護者の意見に多く合った、「質問に答えられない」については、その通りだと思います。質問が生徒・先生向けのようなものが保護者
に評価を求められても回答に困ります。



・GIGAスクールについては、先生方も言われているとおり、まだまだだと感じます。 コロナで閉鎖となり、オンライン授業に切り替わっても、
現状は授業とは乖離がある気がします。ただ、急な対応にもかかわらず精一杯取り組んでいただいていることには感謝しかありません。

・先生方の働き方改革については、期待を寄せていますし、 保護者が取り組めばいいようなことがあれば積極的に提案いただければと
思います。先生方がゆとりを持つことができれば、ますますいい学校になると確信しています。

・子どもたちの声として、やはりコロナウイルスのために制約の多い学校生活に不満があると感じました。あらためて、「あたり前」がいか
に有難いことなのか、ということを実感しました。との制約された中で、創意工夫をこらして行事等を実現されている先生方に対し、非常
に感心しております。しばらく、不自由な生活が続きますが、その中で子どもたちの支えとなって頂きたいと思います。引き続きよろしくお願
いします。






